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地質 .崩壊単位区分 記号 岩 質 的 特 徴
[コ ローム質層 Lm ~褐色のローム質層で､不明瞭な層理構造を示すo氷期の寒冷気候と開通して形成された思われる ｢亀裂構造 (ポリゴン)｣が数層にわたって認められる






古期 匡司 ｢風化磯崩れ｣ W 基質部の多い風イヒが進んだ玄武岩質火山岩の角硬からなる岩屑流堆積物で､基質部は不淘汰な角磯や亜円
裸を含むo下位に凄する地層をシャープに削り込んで重なるo
田 ｢赤 タフ崩れ｣ R マトリックスが卓越する凝灰角硬岩のブロック状の崩壊堆積物o崩壊後､この場所で風化して赤色土化
崩壊 したもの○
買 ヨ ｢溶岩崩れ｣ L ほとんど異質襟を交えない玄武岩質火山岩の岩塊からなるo冷却節理を残すような巨大ブロックから均
堆積 -な岩質の角磯の集合部まで､ブロックの大きさは場所により多様o下位をシャープに切って覆うo田 ｢オ レンジ崩 れ｣ 0 径10-30cmの亜円磯を主体としているo磯種はほとんどが玄武岩質火山岩であるo磯の周囲ヤマトリツ
物群 クスは酸化してオレンジ色を豊している○ごく一部に還元色の部分もあるO
E ∃ ｢グ リーン崩れ｣ G 線色凝灰岩のブロックを主体とした最下位の岩屑流で､わずかに玄武岩質火山岩を取り込むo元の線色凝灰岩は書野層上部 (中部中薪統)と考えられるo下位に茶白色凝灰質砂岩の巨大ブロックを取り込むo




写真-2 ｢北東大露頭｣東側法面の露頭中央部は浮石質凝灰岩 (菅沢層下部,sl)で現位置の基盤岩であるが,右側で ｢溶岩崩れ｣(L)に覆われる部分はひび割れている.｢溶岩崩れ｣(L)
は基盤岩や ｢グリーン崩れ｣(G)をシャープに切って覆う.最上部の崩壊堆積物として ｢雑色凝灰角磯崩れ｣(Z)が覆うが最下位の境界部は炭質物に富む泥炭質粘土などが爽まれていた.
最上位は現地性のローム質土 (Lm)が覆うt
写真-3 ｢北東大露頭｣西側法面の露頭最下位は現地性の基盤岩である浮石質凝灰岩 (菅沢層下部,sl)がわずかに露出している.基盤の上部にブロック化した茶白色凝灰質砂岩 (菅沢層下
部,S2)が接している.さらに上位を ｢グリーン崩れ｣(G),｢オレンジ崩れ｣(0)が覆うがこれらをシャープに切って ｢溶岩崩れ｣(L)がのる←さらに上位を ｢赤タフ崩れ｣(R),｢風化
磯崩れ｣(W)がおおう.露頭の背後の台地 (元は起伏のある丘陵)ではグリーン崩れが広く覆い,その上位を部分的に ｢赤タフ崩れ｣れが覆い,その上部を ｢風化磯崩れ｣が広く覆っていた
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図-3 蔵王温泉 ･瀧山崩壊地形と山形ニュータウン台地の地質図
